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令和５年度 函館市民生委員・児童委員大会令和５年度 函館市民生委員・児童委員大会

　

令
和
５
年
５
月
18
日
㈭
、
午
後
２

時
か
ら
函
館
市
民
生
委
員
・
児
童
委

員
大
会
が
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
２
４
６
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
物
故
者
に
黙
祷
を
捧

げ
、
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
を
朗

読
し
ま
し
た
。

　

大
泉
市
長
は
公
務
で
来
ら
れ
ず
、

氣
田
保
健
福
祉
部
次
長
が
、
地
域
社

会
の
変
化
に
伴
い
民
生
委
員
児
童
委

員
は
、
地
域
住
民
の
相
談
や
見
守
り

そ
し
て
行
政
と
の
繋
ぎ
役
と
し
て
活

動
し
て
も
ら
い
た
い
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　

感
謝
状
の
贈
呈
式
で
は
、
30
年
勤

続
１
名
、
20
年
勤
続
２
名
、
10
年
勤

続
10
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
第
21
方
面
の
岩
澤
直

子
さ
ん
か
ら
「
本
日
の
受
賞
を
励
み

に
、
こ
れ
か
ら
も
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
を
通
し
、
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
情
熱
を
傾
け
て
い
き

ま
す
」
と
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

祝
辞
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　

大
槻
寅
男
様
、
市
町
会
連
合
会
会

長　

江
頭
進
様
よ
り
頂
き
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
公
演
で
、
民
族
歌

舞
団
こ
ぶ
し
座
に
よ
る
ア
イ
ヌ
の
歌

や
踊
り
等
演
奏
が
披
露
さ
れ
閉
会
し

ま
し
た
。（

広
報
委
員　

笹
島　

則
男
）

令和５年度 函館市民生委員・児童委員大会令和５年度 函館市民生委員・児童委員大会令和５年度 函館市民生委員・児童委員大会令和５年度 函館市民生委員・児童委員大会



　

令
和
５
年

度
函
館
市
民

生
児
童
委
員

連
合
会
総
会

が
、
５
月
25

日
㈭
函
館
市

芸
術
ホ
ー
ル

に
お
い
て
理

事
47
名
、
代

議
員
94
名
、

計
1
4
1
名

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
は
三
浦
民
児
連
副
会
長
、

仮
議
長
の
丹
内
民
児
連
副
会
長
か
ら
総

会
成
立
宣
言
、
船
橋
民
児
連
会
長
の
挨

拶
、
来
賓
の
金
指
真
弓
保
健
福
祉
部
地

域
福
祉
課
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
に
は
第
５
民
児
協
の
竹
内

代
議
員
、
第
９
民
児
協
の
海
野
代
議

員
、
議
事
録
署
名
人
に
は
第
５
民
児
協

の
辻
廣
代
議
員
、
第
９
民
児
協
の
石
川

代
議
員
が
選
出
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の

総
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
議
案
第
１
号
令
和
４
年

度
事
業
報
告
、
第
２
号
一
般
会
計
収
支

決
算
報
告
、
第
３
号
特
別
会
計
収
支
決

算
報
告
の
説
明
、
議
案
第
４
号
の
相
馬

監
事
か
ら
の
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
よ
り
、
質
問
は
事
前
通
告
制

と
な
り
ま
し
た
が
、
質
問
は
な
く
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
橋
民
児
連
会
長
か
ら
議
案
第
５
号

令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
、

事
業
方
針
並
び
に
重
点
推
進
項
目
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
事
務
局
よ

り
第
６
号
一
般
会
計
収
支
予
算
案
、
第

７
号
特
別
会
計
収
支
予
算
案
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
事
前
通
告
に
よ
る
質

問
は
な
く
、
一
括
審
議
の
末
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
と
な
り
ま

し
た
。　
　

 

（
広
報
委
員　

楢
山　

訂
）

〔２〕

　

９
月
１
日
㈮
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
、
道
南
地
区
の
各
民
児
協
か
ら
１
９
５

名
の
委
員
が
参
加
し
、
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
推
進
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
障
碍
を
抱
え
て
働
く
と
は
〜
こ
こ
リ

カ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
か
ら

協
働
に
つ
い
て
考
え
る
〜
」
と
題
し
て
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ

（
精
神
保
健
福
祉
士
）
と
メ
ン
バ
ー
（
就

労
者
）
の
方
か
ら
講
義
・
体
験
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
田
中
良
人
氏
か

ら
愛
称
「
こ
こ
・
プ
ロ
」
は
全
国
で
も
珍

し
い
障
が
い
者
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
所
と
し

て
開
所
し
、
①
情
報
発
信
（
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
配
信
等
）
、
②
出
張
講
義
（
大
学
・

専
門
学
校
等
）
、
③
映
像
制
作
・
中
継
、

④
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
販
売
等
で
障
碍
者
の

立
場
の
視
点
か
ら
情
報
発
信
し
て
い
ま

す
。

メ
ン
バ
ー
か
ら
の
体
験
報
告

＊
ク
ラ
チ
さ
ん
30
代
。
大
学
卒
業
後
６
年

間
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
に
通
院
、
昨
年

入
所
、
撮
影
・
動
画
編
集
な
ど
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
今
は
働
い
て
い
る
実

感
・
継
続
す
る
力
が
出
て
き
た
。

＊
ア
ソ
ウ
さ
ん
40
代
。
23
才
の
時
に
幻
聴

症
状
が
現
れ
、
薬
事
治
療
・
デ
イ
ケ

ア
に
通
院
後
入
所
、
仕
事
は
撮
影
中

継
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
し
て
い
る
が
、

集
中
モ
ー
ド
８
に
対
し
、
幻
聴
が
２

の
割
合
で
聞
こ
え
て
く
る
。

＊
エ
チ
ゴ
さ
ん
50
代
。
大
学
２
年
の
時
に

発
病
、
精
神
内
科
に
入
退
院
を
繰
り

返
し
、
今
は
定
期
通
院
し
な
が
ら
通

所
。
仕
事
は
メ
ル
マ
ガ
、
撮
影
、
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
。
多
様
性

と
責
任
の
あ
る
仕
事
に
就
き
、
充
実

感
を
持
っ
て
い
る
。

　

精
神
障
碍
者
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
は
病

気
の
障
碍
、
人
と
の
交
流
の
減
少
、
ひ
き

こ
も
り
な
ど
。

　

社
会
問
題
で
は
、
障
碍
に
対
す
る
偏

見
、
経
済
的
困
窮
の
生
活
基
盤
の
も
ろ

さ
。
就
労
問
題
と
し
て
障
碍
の
特
性
、
企

業
側
の
受
け
入
れ
の
難
し
さ
等
も
あ
る
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
「
自
ら
の
障

碍
を
受
け
入

れ
、
日
常
生

活
・
働
く
こ
と

へ
の
充
実
感
を

持
っ
て
励
ん
で

い
る
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

（
広
報
委
員

竹
原　

広
忠
）

令
和
５
年
度  

函
館
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
期
総
会

令
和
５
年
度  

函
館
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
期
総
会

令
和
５
年
度

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
推
進
講
座

令
和
５
年
度

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
推
進
講
座



〔３〕

　

令
和
５
年
度
、

第
６
ブ
ロ
ッ
ク
部

会
研
修
会
を
５
月

31
日
㈬
午
後
１
時

30
分
よ
り
恵
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
は
、
第

26
、
27
、
28
、
29

方
面
（
戸
井
、
恵

山
、
椴
法
華
、
南

茅
部
地
区
）
か

ら
、
民
生
委
員
59
名
中
、
28
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

第
26
方
面
植
野
会
長
の
司
会
で
開
会

し
、
第
29
方
面
佐
々
木
会
長
が
部
会
長

挨
拶
、
講
師
で
あ
る
北
海
道
民
児
連
馬

川
事
務
局
次
長
か
ら
『
活
動
記
録
に
つ

い
て
』
の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
「
あ
ま
り
厳
密
に
考
え
す

ぎ
ず
、
と
に
か
く
こ
ま
め
に
記
入
す
る

こ
と
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
記
録
・
分

析
・
統
計
・
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
す
る

活
動
記
録
は
「
民
生
委
員
の
が
ん
ば
り

を
数
字
で
示
し
た
も
の
」
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

活
動
記
録
の
記
入
方
法
は
「
活
動
記

録
冊
子
と
、
道
民
児
連
が
発
行
し
て
い

る
手
引
き
書
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

記
載
に
際
し
、
全
民
児
連
、
道
民
児

連
と
の
解
釈
が
違
う
場
合
が
あ
り
「
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
」
は
ど
こ
に
分
類
し

た
ら
良
い
の
か
？
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
会
、
福
祉
関
係

等
に
兼
務
し
て
い
る
方
は
、
民
生
委
員

の
活
動
記
録
に
記
入
し
て
い
い
か
迷
い

が
あ
る
場
合
の
、
判
断
基
準
に
つ
い

て
、
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
活
困
窮
者
を
少
し
で
も
減
ら
す
た

め
等
、
地
域
活
動
の
デ
ー
タ
と
し
て
活

動
記
録
の
記
入
は
分
類
し
や
す
い
対
応

を
求
め
ら
れ
る
と
の
お
話
も
あ
り
ま
し

た
。

　

馬
川
次
長
の
作
成
し
た
資
料
を
基
に

わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
頂
き
、
事
例
等

も
多
く
提
示
し
て
く
だ
さ
り
、
活
動
記

録
の
記
入
で
迷
い
や
す
い
部
分
が
少
し

解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
に
参
加
し
、
貴
重
な
勉
強
を
さ

せ
て
も
ら
い
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

研
修
会
を
企
画
、
準
備
等
に
ご
協
力

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
馬
川

次
長
に
は
、
お

忙
し
い
と
こ
ろ

お
い
で
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
第
28
民
児
協

　

副
会
長

　

村
田　

朗
）

テ
ー
マ
「
活
動
記
録
に
つ
い
て
」

第
６
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

　令和５年４月から事務局長に就任いたしました。
新しい職場でのスタートとなり気持ちを新たにして
おります。
　近年は、少子高齢化や人口減少が進み、地域と
のつながりが希薄化し、社会的に孤立する人が増
えるなど、家族や社会の形態が変容するなか、地
域で生活する方が抱える課題も複雑・多様化して
おります。
　函館市では、昨年４月から、高齢者ばかりでなく
幅広い世代から相談を受け、地域で支えていく福
祉拠点として包括支援センターの機能強化が図ら
れました。包括支援センターでは、新たに対象と
なった方から多くの相談を受け適切な支援を行う
など、誰もが住み慣れた地域で安心して生活してい
くために、民生委員児童委員を含めた関係機関と
の連携が一層大切になっていると感じております。
　民生委員児童委員は、地域で生活する方から寄
せられる、多岐におよぶ相談に対して、素早く、適
切に対応することが求められており、事務局の一員
として、民生委員児童委員の活動が円滑に行うこ
とが出来るよう取り組んで参りますので、よろしく
お願いいたします。

事務局長就任挨拶

　新事務局長　谷 　 孝 嗣
　平成31年４月、事務局長に就任してから、４年が
経過し本年３月末で退職しました。
　この間、民児連役員をはじめ民児協会長・副会
長および各委員の皆様の温かいご支援、ご協力に
支えられ大変お世話になりました。
　振り返れば、この４年間の殆どが新型コロナウイ
ルス感染症により、各種研修会等は中止や規模縮
小など、民生委員活動は色々と制約を受けまし
た。
　このような中、民生委員の皆さんには、感染症予
防対策などにご協力をいただき、研修会等で感染
者を一人も出すことなく、民児連事業を実施するこ
とができ、大変感謝しております。
　函館市は、さらに単身高齢世帯の増加が見込ま
れており、見守りなど民生委員の果たす役割は一
層重要になってまいります。
　今後も、健康に十分留意され、支援を必要とす
る市民のため、日々の民生委員活動を続けてほし
いと願っております。
　民児連及び民児協の益々のご発展と各委員の
ご健勝をご祈念申し上げ、退任にあたってのあいさ
つといたします。

事務局長退任挨拶

　前事務局長　仲 村 公 志



〔４〕

　

雲
の
切
れ
間
か
ら
青
空
が
見
え
た
６

月
14
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら
亀
田
交
流

プ
ラ
ザ
１
階
講
堂
を
会
場
に
、
第
４
ブ

ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
61
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
研
修
会
が
開
催
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
と
部
会
長
挨
拶
の

後
、
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
係
の

木
村
氏
を
講
師
に
、
テ
ー
マ
『
生
活
福

祉
資
金
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
講
義
が

あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
新
委
員
に
な
ら
れ
た
方

が
10
数
名
参
加
さ
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
丁

寧
な
説
明
に
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
け
は
、
個
人
へ

の
貸
付
け
で
は
な
く
世
帯
へ
の
貸
付
け

に
な
り
、
利
用
世
帯
は
他
制
度
の
利
用

が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　

貸
付
申
請
の
流
れ
は
、
函
館
社
協
窓

口
へ
の
相

談
、
北
海
道

社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
借

入
申
込
の
後

審
査
と
な

り
、
貸
付
の

審
査
結
果
判

明
ま
で
は
概

ね
2
カ
月
程

度
必
要
と
の

事
で
し
た
。

　

支
援
の
流
れ
の
な
か
で
民
生
委
員
の

役
割
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
沿
っ
て
わ

か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
「
低
所
得
者
の
所

得
額
は
ど
の
位
か
」
「
災
害
に
遭
っ
て

壊
れ
た
家
を
直
す
場
合
、
見
積
り
以
上

に
か
か
る
お
金
は
す
ぐ
借
り
ら
れ
る
の

か
」
「
教
育
資
金
を
借
り
受
け
中
に
退

学
が
判
明
し
た
時
の
対
応
は
」
「
生
活

福
祉
資
金
の
相
談
は
、
借
り
受
け
世
帯

が
直
接
申
し
込
ん
で
も
よ
い
の
か
」
等

が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
に
つ
い
て
は
、
函
館
市
社
会
福

祉
協
議
会
生
活
支
援
課
・
電
話
23
│
２

２
２
６
担
当
者
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
と

話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ブ
ロ
ッ
ク
内
各
民
児
協
の
生

活
福
祉
資
金
借
り
受
け
状
況
と
、
事
例

研
修
報
告
が
あ
り
終
了
し
ま
し
た
。

（
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
長 

佐
藤
や
よ
子
）

　

令
和
５
年
６
月
20
日
㈫
午
後
１
時
30

分
よ
り
函
館
市
民
会
館
大
会
議
室
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

研
修
テ
ー
マ
『
災
害
対
策
と
避
難
要

配
慮
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
』
〜
更
新

後
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
民
生

委
員
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
〜
、
函

館
市
総
務
部
災
害
対
策
課
主
事
の
楠
本

晃
氏
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
は
、
災
害
と
は
何
か
？
地

震
・
津
波
・
風
水
害
な
ど
自
然
災
害
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
中
で
も
記
憶

に
新
し
い
「
東
日
本
大
震
災
」
に
つ
い

て
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
命
を
守
る
為
に
は
、
防

災
・
減
災
意
識
が
重
要
で
す
。
自
ら
の

安
全
を
確
保
し
て
か
ら
、
ご
近
所
や
地

域
の
支
援
に
向
か
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
平
常
時
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
備

え
、
家
族
と
避
難
所
の
確
認
や
自
宅
の

周
囲
に
危
険
場
所
は
無
い
か
確
認
し
て

お
く
事
も
重
要
で
あ
り
、
災
害
発
生
時

は
「
頭
を
守
る
」
・
「
ガ
ス
を
止
め

る
」
な
ど
も
対
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま

た
要
配
慮
者
と
避
難
す
る
場
合
に
は
、

要
避
難
者
を
間
に
入
れ
て
移
動
す
る
事

も
重
要
な
対
策
で
あ
る
と
の
事
で
し

た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
ま
ず
自
身
と
家
族

の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、
民
生
委

員
だ
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
無
理
を
せ

ず
、
避
難
行
動
を
す
る
事
が
重
要
で
あ

る
と
の
事
で
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
質
疑
応
答
を
行
い
、

災
害
発
生
時
の
心
構
え
に
つ
い
て
再
確

認
で
き
た
研
修
会
で
し
た
。

（
広
報
委
員　

秋
山　

文
信
）

テ
ー
マ
「
生
活
福
祉
資
金
に
つ
い
て
」

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
災
害
対
策
と
避
難
要
配
慮
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
応
に
つ
い
て
」

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
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６
月
21
日
㈬
午
後
６
時
30
分
よ
り
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
５
年
度

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
が
約
80
名

の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
函
館
市
保
健
福
祉
部
地

域
福
祉
課
の
山
田
清
香
主
査
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
『
民
生
委
員
と
し
て
の
心

構
え
と
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　

普
段
私
達
が
活
動
し
て
い
く
中
で
生

じ
る
、
〝
民
生
児
童
委
員
の
仕
事
は
難

し
い
・
面
倒
で
大
変
だ
〞
〝
ど
こ
ま
で

が
民
生
児
童
委
員
と
し
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
分
か
ら
な
い
〞
と

い
っ
た
不
安
や
疑
問
を
取
り
除
き
、
安

心
・
納
得
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
の

講
義
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身
近
な

相
談
相
手
・
見
守
り
役
で
す
。
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
の
っ
た
り
、
地
域

住
民
が
抱
え
る
問
題
の
早
期
発
見
を
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
各
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ

と
も
、
大
切
な
役
割
の
一
つ
で
す
。
つ

な
ぎ
先
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
地
区

民
児
協
会
長
や
市
地
域
福
祉
課
、
社
会

福
祉
協
議
会
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が

あ
り
、
職
務
上
知
り
得
た
情
報
を
他
の

人
に
話
し
て
は
い
け
な
い
し
、
自
分
の

家
族
と
の
共
有
も
N
G
で
す
。
関
係
機

関
と
の
情
報
共
有
が
必
要
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、
同
意
を
得
た
上
で
行
っ
て
下

さ
い
。
私
達
も
、
真
に
必
要
な
情
報
は

教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
関

係
機
関
へ
事
情
や
必
要
性
を
説
明
し
、

問
い
合
わ
せ
て
み
て
下
さ
い
。

　

後
半
は
、
様
々
な
事
例
を
基
に
、
場

面
ご
と
の
対
処
・
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
相
談
や
支

援
を
頼
ま
れ
た
時
は
一
人
で
判
断
し
た

り
悩
ん
だ
り
せ
ず
、
地
区
民
児
協
の
会

長
や
委
員
・
関
係
機
関
に
相
談
し
、
こ

れ
か
ら
も
〝
無
理
の
無
い
範
囲
で
〞
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
第
２
民
児
協
副
会
長　

梅
﨑
由
樹
子
）

　

一
斉
改
選
で
新
し
い
主
任
児
童
委
員

を
迎
え
、
主
任
児
童
委
員
交
流
連
絡
会

を
７
月
６
日
㈭
午
後
6
時
30
分
よ
り
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
56
名
を
８
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に

分
け
、
６
〜
７
人
の
グ
ル
ー
プ
で
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
活
動
の
内
容
や
悩

み
な
ど
本
音
で
語
り
合
う
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
若
い
委
員
か
ら
は
仕
事
と

活
動
の
両
立
、
活
動
と
家
庭
の
板
ば
さ

み
の
悩
み
、
担
当
地
区
に
自
分
の
子
ど

も
が
通
っ
て
い
る
学
校
が
あ
る
こ
と
か

ら
守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
話
す
こ
と

も
、
聞
く
こ
と
も
む
ず
か
し
い
な
ど
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

　

活
動
と
し
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
の

つ
な
が
り
を
考
え
登
校
時
の
見
守
り
活

動
が
多
く
、
長
く
続
け
て
い
る
と
子
ど

も
が
顔
を
覚
え
て
く
れ
る
た
め
、
地
域

で
声
を
か
け
易
い
こ
と
、
ま
た
、
子
ど

も
を
通
し
て
親
と
の
交
流
も
し
易
く
な

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
肩
の
力
を
抜
き
専
門
機
関

の
パ
イ
プ
役
を
め
ざ
す
よ
う
に
話
し
合

い
も
さ
れ
、
民
生
委
員
と
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
地
域
一
丸
と
な
り
、
児
童
を

見
守
る
工
夫
な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
人
と
の
交
流
を
嫌
う
家
庭

も
あ
る
こ
と
か
ら
「
気
に
な
る
親
子
」

「
孤
独
を
抱
え
て
い
る
家
庭
」
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
今
後
の
課
題
の
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
数
又
民
児
連
副
会
長
よ
り
地

域
に
よ
っ
て
活
動
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る

の
は
当
然
。
仕
事
が
な
い
の
は
そ
の
地

域
が
平
和
で
あ
る
の
で
、
活
動
が
少
な

い
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
こ
と
も

大
切
だ
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

で
、
委
員
の
肩
の
荷
が
軽
く
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

交
流
を
通
し
て
主
任
児
童
委
員
の
生

の
声
を
聞
け
た
有
意
義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

（
家
庭
児
童
福
祉
部
会
副
部
会
長

　

酒
井　

道
子
）

テ
ー
マ
「
民
生
委
員
と
し
て
の
心
構
え
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
主
任
児
童
委
員
っ
て
何
？
」

主
任
児
童
委
員
交
流
連
絡
会



〔６〕

テ
ー
マ
「
経
済
的
に
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
策
に
つ
い
て
」

生
活
福
祉
部
会
研
修
会

　

今
年
度
の
生

活
福
祉
部
会
研

修
会
は
、
「
経

済
的
に
自
立
し

た
生
活
を
お
く

る
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
〜
安

定
し
た
生
活
基

盤
の
確
保
に
向

け
た
技
術
習
得

や
資
格
取
得
に

つ
い
て
〜
」
と

題
し
て
、
函
館
市
保
健
福
祉
部
福
祉
拠

点
担
当
課
長　

伊
藤
寛
氏
を
講
師
に
迎

え
、
７
月
28
日
㈮
午
後
１
時
30
分
か
ら

函
館
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、

1
1
3
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
に

自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
、
①
就
労
し
て
い
る
・
資
産

が
あ
る
等
安
定
し
た
収
入
源
を
持
っ
て

い
る
こ
と
②
収
入
を
超
え
な
い
適
正
な

範
囲
で
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
と
い
う
定
義
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
病
気
・
ケ
ガ
・
障
が
い
等

様
々
な
理
由
に
よ
り
困
っ
て
い
る
方
の

自
立
を
支
援
す
る
生
活
困
窮
者
支
援
制

度
に
よ
り
「
再
就
職
・
転
職
を
目
指
す

方
が
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
職
業
訓

練
を
受
講
す
る
求
職
者
支
援
制
度
、
労

働
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
教

育
訓
練
給
付
制
度
、
児
童
扶
養
手
当
や

医
療
助
成
等
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

制
度
、
障
害
年
金
制
度
」
等
、
生
活
基

盤
確
保
に
向
け
た
方
策
の
説
明
が
あ

り
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
の
重
層
的

な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
成
を
知
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ
た
「
自

立
相
談
支
援
機
関
」
の
業
務
と
支
援
事

例
の
お
話
し
か
ら
は
、
自
立
に
向
け
て

各
種
制
度
や
社
会
資
源
に
繋
ぐ
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
と
知
り
、
期
待
を
感
じ

ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、
個
々
に
寄

り
添
い
、
課
題
の
背
景
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
支
援
を
目
指
そ
う
と
す
る
自
立
へ

の
基
盤
作
り
が
感
じ
ら
れ
た
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
第
11
民
児
協

　

副
会
長

杉
山　

曜
子
）

　

７
月
20
日
㈭
12
時
40
分
か
ら
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
渡
島
管
内
専

門
研
修
が
、
出
席
者
3
1
9
名
（
函
館

市
1
9
9
名
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
は
、
テ
ー
マ
『
ケ
ア
ラ
ー
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
支
援
に
つ
い

て
』
で
、
講
師
は
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進

セ
ン
タ
ー
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
七

飯
町
民
生
部
福
祉
課
長
の
谷
口
真
樹
氏

で
し
た
。

　

ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
心
や
体
に
不
調
の

あ
る
人
へ
の
「
介
護
・
看
病
・
療
育
・

世
話
・
気
づ
か
い
」
な
ど
、
ケ
ア
の
必

要
な
家
族
や
近
親
者
・
友
人
・
知
人
な

ど
を
無
償
で
ケ
ア
す
る
人
達
の
こ
と

で
、
18
才
未
満
の
子
ど
も
を
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
人
が
増
加
し
、
ケ
ア

が
必
要
な
人
の
た
め
の
法
制
度
は
あ
る

が
、
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め
の
法

制
度
は
な
い
そ
う
で
す
。
ケ
ア
ラ
ー
は

ど
う
し
て
も
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に

な
り
、
自
分
の
た
め
の
健
康
維
持
や
、

社
会
参
加
に
か
け
る
時
間
が
不
足
が
ち

で
あ
り
、
精
神
的
な
支
え
や
経
済
的
な

支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
は
、
ケ
ア
ラ
ー
が
自
分
が
我
慢

し
頑
張
る
こ
と
で
、
家
族
を
守
ろ
う
と

す
る
こ
と
に
甘
え
ず
、
ま
た
、
介
護
は

家
族
で
と
孤
立
介
護
に
追
い
詰
め
る
の

で
は
な
く
、
ケ
ア
ラ
ー
も
健
康
で
文
化

的
な
暮
ら
し
が
送
れ
る
様
、
支
援
の
基

本
方
針
を
定
め
、
具
体
的
な
支
援
策
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

の
事
で
し
た
。

　

分
散
会
は
②
の
「
相
談
支
援
活
動
の

進
め
方
」
に
出
席
し
ま
し
た
。
講
師
は

道
民
児
連
特
別
講
師
の
長
谷
川
聡
氏
で

し
た
。
巧
み
な
話
術
で
、
聞
い
て
い
る

委
員
を
引
き
つ
け
ま
し
た
。
面
接
の
目

的
と
手
順
、
相
談
支
援
の
心
得
や
留
意

点
な
ど
、
テ
ン
ポ
の
あ
る
語
り
方
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
た
感
じ

で
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
情
報

の
違
い
も
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
も
う

１
回
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長　

中
村　

啓
子
）

令
和
5
年 

渡
島
管
内
民
生
委
員
児
童
委
員
専
門
研
修
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６
月
６
日
㈫
〜
７
日
㈬
、
札
幌
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
に
て
全
道
か
ら
6
8
0
名

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
）
が
参
加
し
、

令
和
５
年
度
全
道
民
児
協
会
長
・
副
会

長
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
道
民
児
連
会
長
・
副
会
長

の
挨
拶
と
紹
介
の
後
、「
市
町
村
民
児
協

活
性
化
事
業
テ
ー
マ
特
化
型
指
定
の
実

践
か
ら
見
え
た
可
能
性
」
に
つ
い
て
旭

川
市
の
民
児
協
か
ら
実
践
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

市
町
村
活
性
化
の
実
践
報
告

　

東
部
東
光
地
区
民
児
協
の
取
り
組
み

は
、
子
供
の
誕
生
を
お
祝
い
し
て
、
旭

川
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
、
市
長
か
ら

の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
子
育
て
に
関

す
る
資
料
な
ど
を
手
渡
す
事
業
で
す
。

　

協
議
会
独
自
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
最
近

は
、
エ
プ
ロ
ン
や
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
）
も
贈
っ
て
お
り
、
活
動
の

成
果
に
結
び
付
い
て
い
る
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
と
区
域
担
当
委
員
の
ペ

ア
に
よ
る
活
動
の
メ
リ
ッ
ト

　

東
部
東
光
地
区
と
当
麻
町
協
議
会
・

富
良
野
市
協
議
会
に
よ
る
実
践
交
流
会

で
の
報
告
か
ら
、
活
動
の
際
に
ペ
ア
で

取
り
組
ん
だ
結
果
、
性
別
を
問
わ
ず
一

人
で
訪
問
す
る
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

か
っ
た
と
の
実
践
報
告
で
す
。

　

ま
た
、
異
な
っ
た
経
験
年
数
の
委
員

と
ペ
ア
で
訪
問
す
る
こ
と
で
、
互
い
に

学
び
合
い
の
機
会
に
な
り
、
課
題
を
抱

え
た
方
々
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
、
委
員
同
士
が
支
え
合

い
、
委
員
相
互
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
ペ
ア
で
活
動
す
る
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

災
害
に
備
え
る
民
協
組
織
づ
く
り

　

モ
デ
ル
指
定
を
受
け
た
、
石
狩
川
流

域
に
あ
る
末
広
東
地
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
が
、
こ
の
地
区
に
特
化
し

た
見
や
す
い
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た

事
例
で
す
。

　

当
該
地
域
住
民
の
災
害
へ
の
意
識
を

高
め
、
委
員
同
士
の
交
流
が
深
ま
り
、

町
内
会
等
他
の
関
係
機
関
と
の
交
流
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
、
令
和
３
年
８
月

か
ら
行
っ
た
事
業
の
経
過
と
実
践
報
告

で
す
。

　

地
域
に
お
い
て
支
援
を
必
要
と
す
る

人
に
、
必
要
な
支
援
が
も
れ
な
く
届
く

よ
う
に
す
る
こ
と
、
民
生
委
員
は
レ
ス

キ
ュ
ー
（
救
命
・
救
助
）
で
は
な
く
、

基
本
的
に
生
活
の
再
建
を
サ
ポ
ー
ト（
支

援
）す
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

非
常
持
ち
出
し
品
収
納
に
便
利
な
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
購
入
し
、
各
自
が

非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
て
、
防
災

リ
ュ
ッ
ク
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

11
月
の
学
習
会
で
は
、
災
害
時
に
支

援
が
必
要
な
住
民
の
把
握
・
可
視
化

【
災
害
福
祉
マ
ッ
プ
】
作
成
を
協
議
、

住
宅
地
図
を
購
入
し
拡
大
地
図
を
用
意
。

　

旭
川
市
か
ら
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
各
担
当
地
区

の
地
図
を
元
に
避
難
誘
導
な
ど
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

台
風
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

　

令
和
４
年
９
月
の
学
習
会
で
は
、
台

風
（
警
戒
レ
ベ
ル
１
）
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
を
実
施
、
全
員
が
一
斉
に
対
象

世
帯
を
訪
問
し
、
注
意
喚
起
を
呼
び
か

け
る
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
要
し
た
所
要
時
間
の
記
録

や
、
訪
問
の
結
果
報
告
、
非
常
食
の
試

食
な
ど
、
防
災
訓
練
の
様
子
を
ビ
デ
オ

で
収
録
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
必
要

な
課
題
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

防
災
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
付

　

令
和
５
年
２
月
、
町
内
会
役
員
・
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
共
有
を
再

確
認
し
、
「
末
広
東
地
区
防
災
マ
ッ

プ
」
が
完
成
、
地
区
住
民
へ
全
戸
配
付

し
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
マ
ッ
プ
配
付
ま
で
要
し
た

18
か
月
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
「
委
員

相
互
の
絆
が
よ
り
深
ま
っ
た
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

６
日
午
後
か
ら
の
分
科
会
参
加

　

午
後
か
ら
は
、
分
散
会
３
「
こ
れ
か

ら
の
民
生
委
員
活
動
・
民
児
協
運
営
を

語
る
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

道
内
各
地
か
ら
参
加
し
た
８
名
の
委

員
が
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
情
報
交
換
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

帯
広
市
の
民
児
協
の
場
合
、
農
村
地

帯
の
た
め
定
例
会
を
夏
は
夜
７
時
、
冬

は
午
前
10
時
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
担

当
地
域
が
広
い
た
め
20
㎞
も
離
れ
た
地

区
を
訪
問
し
て
い
る
委
員
さ
ん
も
い
る

そ
う
で
す
。

　

江
別
大
麻
団
地
の
地
区
民
児
協
か
ら

参
加
し
た
委
員
さ
ん
は
、
現
在
委
員
４

名
が
欠
員
、
毎
月
、
会
長
会
で
得
た
情

報
を
、
翌
日
、
民
児
協
役
員
で
協
議
し

た
後
、
定
例
会
議
を
別
途
開
催
し
て
い

る
の
で
、
ひ
と
月
に
最
低
３
回
の
会
議

出
席
は
負
担
が
大
き
い
と
報
告
し
て
い

ま
し
た
。

　

北
斗
市
の
民
児
協
会
長
は
世
帯
調
査

の
実
情
に
つ
い
て
、
毎
年
４
月
に
、
市

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
委
員
へ
世
帯
一

覧
表
が
送
付
さ
れ
て
く
る
の
で
、
委
員

は
個
別
の
世
帯
調
査
や
世
帯
の
閲
覧
な

ど
は
必
要
な
い
そ
う
で
す
。
毎
年
、
新

年
度
に
更
新
さ
れ
た
世
帯
情
報
を
提
供

し
て
も
ら
え
る
の
は
、
委
員
へ
の
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
と
て
も
羨
ま
し
く
思

い
ま
し
た
。

７
日
、
支
え
合
う
民
児
協
づ
く
り

　

午
前
10
時
か
ら
の
金
井
敏
氏
の
講
演

で
は
、
改
め
て
、
大
正
６
年
創
設

の
「
岡
山
県
の
済
世
顧
問
制
度
」
か
ら

始
ま
っ
た
民
生
委
員
制
度
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
な

ど
、
広
範
な
活
動
の
基
礎
的
な
事
柄
に

つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
後
初

の
研
修
会
参
加

で
、
全
道
各
地
の

民
児
協
の
方
々

と
、
直
接
、
対
面

で
情
報
交
換
が
で

き
た
こ
と
は
大
き

な
収
穫
で
し
た
。

（
広
報
副
委
員
長

　

稲
村
耕
三
）

令
和
５
年
度

全
道
民
児
協
会
長・副
会
長
研
究
協
議
会
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全
道
児
童
委
員
活
動
研
究
集
会
が
８
月

23
日
㈬
〜
24
日
㈭
札
幌
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
札
幌
は
気
温
が
観
測
史
上
最

高
と
な
る
36
．3
度
を
記
録
す
る
猛
暑
日

と
な
り
ま
し
た
が
、
道
内
各
地
か
ら
約

4
6
0
名
の
委
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め

参
加
し
、
函
館
市
か
ら
も
24
名
の
児
童
委

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
２
日
間
の
日
程
が
組
ま
れ
、

初
日
は
、
北
翔
会
理
事
長　

大
場
信
一
氏

に
よ
る
基
調
説
明
「
こ
ど
も
家
庭
庁
創
設

に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る
!?
」
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
今
年
４
月
に
発
足
し
た
こ

ど
も
家
庭
庁
の
設
立
経
緯
や
政
策
の
説
明

が
あ
り
、
目
的
と
し
て
は
子
ど
も
の
意

見
、
家
庭
福
祉
、
子
育
て
等
を
子
ど
も
の

視
点
に
立
っ
て
政
策
に
反
映
す
る
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
」
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
事
項
と
し
て
各

省
庁
に
分
か
れ
て
い
た
子
ど
も
政
策
に
関

す
る
権
限
を
一
本
化
し
て
事
務
権
限
を
明

確
に
す
る
事
、
ま
た
、
今
ま
で
司
令
塔
不

在
だ
っ
た
就
学
前
の
子
ど
も
の
育
ち
や
放

課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
も
主

導
し
、
地
方
自
治
体
の
意
見
を
政
策
に
反

映
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
「
こ
ど
も
家
庭

庁
」
の
関
係
性
は
、
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
制
度
は
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
に
移

管
さ
れ
、
民
生
委
員
制
度
は
今
ま
で
通
り

厚
生
労
働
省
が
所
管
と
な
り
ま
す
。
た

だ
、
地
方
で
活
動
す
る
民
生
委
員
児
童
委

員
は
、
業
務
や
役
割
に
変
更
を
生
じ
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
こ
ど
も
家
庭
庁
、
厚
労
省
、

全
民
児
連
の
三
者
の
緊
密
な
連
携
が
求
め

ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
分
科
会
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
で
対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
方

式
で
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
日
本
福
祉
大
学
教
授
の
野
尻

紀
恵
氏
に
よ
る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー　

見

過
ご
さ
れ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
」
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
今
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
何
に

困
っ
て
、
何
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
に
入
り
込
む
か
、
そ
の
う

え
で
誰
が
何
を
担
当
す
る
か
明
確
に
し
て

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

事
例
紹
介
で
は
、
母
子
家
庭
の
病
気
が

ち
の
お
母
さ
ん
を
中
学
生
の
男
の
子
が
介

護
し
、
学
校
も
休
み
が
ち
で
あ
る
こ
と
が

C
SW

に
連
絡
が
あ
り
事
態
を
確
認
、
そ

の
後
担
任
の
先
生
が
家
庭
訪
問
し
、
お
母

さ
ん
に
状
況
の
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
お

母
さ
ん
は
自
分
が
病
気
で
子
ど
も
の
負
担

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
自
責
の
念
が
あ

り
、
男
の
子
は
お
母
さ
ん
の
介
護
は
自
分

が
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
責
任
感
が
お
互

い
一
人
歩
き
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

後
日
、
男
の
子
か
ら
担
任
に
言
っ
た
言

葉
が
胸
に
響
き
ま
す
。
先
生
が
来
た
と
き

「
お
母
さ
ん
が
笑
っ
た
！
」
と
嬉
し
そ
う

に
報
告
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
学
校
、C

SW

、SSW
er

、

民
生
委
員
、
そ
し
て
母
が
通
院
す
る
病
院

のM
SW

（
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）
が
お
互
い
問
題
解
決
の
た
め

連
携
し
、
結
果
と
し
て
ケ
ア
ー
も
軽
減
さ

れ
学
校
に
も
通
え
る
よ
う
に
な
り
、
諦
め

て
い
た
宿
泊
を
伴
う
修
学
旅
行
に
も
参
加

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

学
校
を
含
む
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
を
克
服
し
た
事
例
に
涙
腺
が
緩
む

思
い
で
し
た
。

　

最
後
に
、「
困
っ
て
い
る
子
ど
も
の
発

見
、
あ
き
ら
め
の
気
持
ち
か
ら
の
脱
出
、

人
と
の
出
会
い
と
参
加
」
を
胸
に
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
と
言
わ

れ
る
見
過
ご
さ
れ

て
き
た
子
ど
も
た

ち
を
救
う
こ
と
が

出
来
れ
ば
と
思

い
、
会
場
を
後
に

し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

　

  

武
田　

忠
夫
）

◎
記
録
的
な
猛
暑
日
・

真
夏
日
・
残
暑
の
文

字
が
メ
デ
ィ
ア
を
に

ぎ
わ
せ
て
い
た
の
も

懐
か
し
く
思
え
る
よ
う
な
今
日
こ

の
頃
、季
節
は
巡
っ
て
行
き
ま
す
。

◎
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
に
よ
り
各
種

大
会
、
研
修
会
も
対
面
開
催
が
復

活
し
活
動
が
正
常
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

◎
マ
ス
ク
着
用
が
個
人
の
判
断
と
な

り
ほ
ぼ
解
除
し
て
い
る
。
す
る
と

初
め
て
素
顔
を
見
た
！
こ
ん
な
顔

だ
っ
た
ん
だ
…
マ
ス
ク
の
別
な
効

用
効
果
？

◎
寄
稿
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
第
82
号
の
発
行
で
す
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
委
員　

岩
山　

勝
則
）

令
和
５
年
度  

全
道
児
童
委
員
活
動
研
究
集
会
に
参
加
し
て


